５．　試行ダム水位安定計算について

(プログラムの運用)

　試行ダム水位安定計算の使用方法をまとめています。

　試行ダム水位安定計算を行いたい場合はNEP-Fs画面の(1)安定計算(NEP-Fs)を選択してENTERキーを押してください。なお、ダム水位安定計算は「多層地盤安定解析」でも実施可能ですが、湛水ケ－スを何個も行いたい場合は「試行ダム水位安定計算」を使用いただけると便利です。
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　キ－を押すと以下の画面になります。
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　<2>の「試行ダム水位安定計算」を選択して、ENTERキーを押してください。

　「ファイル選択画面」になります。
　「ファイル選択画面」は以下の通りです。
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　試行ダム水位の安定計算を行いたいファイルを選択し、ESCキ－を押してください。

　注)　⑤　試行ダム水位の計算は既存ファイルを利用します。新規デ－タから作成したい

場合には、多層安定解析で斜面、すべり面デ－タを入力しファイルを作成して

からご使用ください。

キ－を押すと「基本計算条件デ－タ入力画面」になります。

　「基本計算条件デ－タ入力画面」は以下の通りです。
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　画面上に計算条件入力項目があります。これらを設定しなくてはなりません。

　計算条件の解説を以下の表にまとめます。

	項　　　　　　　目
	項　　目　　解　　説

	計算式
	試行ダム水位安定計算は「簡便スライス法」「フィルダム法」で行います。採用したい方を選択してください。なお、「貯水池周辺の地すべりの調査と対策」を参考にすると、簡便スライスで行うことになっています。

	残留基準面(1)
	ダム湛水等で基準面効果時に伴う残留水位を自動計算するとき、地下水位と基準水面で計算する場合は水面、すべり面と基準水面で計算する場合はすべり面を選択します。基本的にすべり面以下に地下水位が分布している場合はすべり面、それ以外は水位を選択します。

	残留基準面(2)
	ダム湛水等に代表される、基準水面変化に伴う残留水圧を自動計算する場合の地層面条件を入力します。盛土も含めて最上面の場合は0を、その他の場合は対象の最上位層の番号を入力します。

	スベリケ－ス番号
	ダム試行計算に用いるすべり面ケ－ス番号を入力してください。既存ファイル中にいくつすべり面ケ－スが設定されているかを表示しますので、その中の何番のすべり面を採用したいかを入力してください。

	水位条件
	ダム試行計算に用いる湛水条件数を入れてください。最大16ケ－スまで計算可能です。


以上の項目の入力が終わりましたら、ESCキ－を押してください。

「水位条件入力画面」になります。

　「水位条件入力画面」は以下の通りです。
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　画面上に水位条件入力項目があります。これらを設定しなくてはなりません。

　水位条件の解説を以下の表にまとめます。

	項　　　　　　　目
	項　　目　　解　　説

	コ メ ン ト
	コメントを入力してください。水位状況を入力するのが適切です。例えばサ－チャ－ジから常時満水等。

	HWL　(m)
	ダム湛水等に代表される、基準水面変化に伴う残留水圧を自動計算したり、基準水面以下の浮力を考慮する場合に入力します。HWLは上昇水位水位を示します。

	LWL　(m)
	ダム湛水等に代表される、基準水面変化に伴う残留水圧を自動計算したり、基準水面以下の浮力を考慮する場合に入力します。LWLは下降水位を示します。

	残 留 率μ
	基準水面低下時の残留率を0～１の範囲で入力します。0.5が一般的です。


　基本計算条件デ－タ入力画面で設定した水位条件の数だけ行表示されます。

注)　⑥　水位変化が無い場合はHWL,LWLともに同じ水位を入力してください。その

　　　　 時に残留率μは空白にするかもしくは0を入力してください。

以上の項目の入力が終わりましたら、ESCキ－を押してください。計算実行されます。

計算結果は以下に示す画面にて表示されます。
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　以上で計算終了です。

　右下にハ－ドコピ－選択キ－がありますが、「必要だったらYキ－」を「不必要だったらNキ－」を押してください。ハ－ドコピ－は簡易結果プリントアウトを目的としており、計算実施の内容把握および整理に役立つと思われます。

　どちらかのキ－を押しますと、以下の「プリントアウト画面」が表示されます。

(プリントアウト)

　「プリントアウト画面」は以下の通りです。
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デ－タプリント、画像プリント、ファイルアウトしたい場合は「する」を選択し、ESCキ－を入力してください。

  プリントアウト例は次頁より示す通りです。(デ－タアウトは前述した通り、作業フォル

ダにファイルが作成されます。ファイル拡張子は｢****．DPR｣です。
「デ－タプリント」は４章に示した通常の安定計算デ－タシ－トと同様です。

「画像プリント」は以下の通りです。
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検討断面図が表示されます。








淡水変化と安全率もしくはR/D比の変化グラフが表示されます。








各計算ケ－スの結果が表示されます。











